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試験問題 く 一般入試＞

専 門 科 目

化学I'化学II 化学rn

注意事項

1 解答はじめの合図があるまでは，注意事項を読むだけで，問題冊子や
解答用紙等に触れてはいけません。

2 問題冊子は1冊，解答用紙は3冊，·下書き用紙は3枚です。

3 化学I , 化学ll'化学mのうち2科目のみを選択して，解答してください。

なお，志望する教育研究分野の指定する下記の専門科目を含めて選択すること。
化学I : 構造化学，分光化学．理論化学，理論物理化学，物理化学，界面化学
化学II : 有機化学，反応有様化学，機能有機化学，有機合成化学
化学m: 無機化学，錯体化学，分析化学

4 選択しなかった科目の解答用紙は試験開始3 0分後に回収します。選択しなか
った解答用紙の1枚目には大きくX印をしてください。

5 選択した科目のすぺての解答用紙に受験番号を記入してください。

6 各問題の解答は，それぞれ指定された解答用紙に記入してください。

7 解答用紙のホッチキスは，外さないでください。

8 試験終了後問題冊子と下書き用紙は必ず持ち帰ってください，
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［試験科目：専門科目（化学I)】

第1問 次の問題1-3に答えよ。解答はそれぞれ所定の用紙に書け。
問題に現れる記号は特に指定のない限り，以下を意味する。
V: 体積，p; 圧力， T; 絶対温度

問題1 3変数X, r, z がある関係式で結ばれているとき，知をY,Zの関数，冗況 zの襲
数，ZをX. yの関数とみなせる。このとき

偲）y(訊 （訊 ＝ ー1または（芸）y =-(芸）xi(翌）z (1) 

が成り立つ。

問1式(1)が成り立つことを関係式XY=Zの場合について示せ。

問2式(I)が一般に成り立つ＇ことを示せ。 zの全微分が 』 dZ =(竺) dX+(竺） dYと書
ax y /Jr x 

けることに留意せよ。

問3閉じた系について，げ）＝ 竺 が成立することを示せ。 .,.. 、▲
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で，aは熱膨張係数

xは等温圧縮率であり 1 av 1 ov 

, a = 歩），，、 ←-海）Tである。

間4最初1畑r, 0℃にある液体の水を定積条件で加熱し，温度を］℃にする。このと
き，水の圧力はどう変化するか。1 bar (またはそれに近い一定圧力）のもと，水
は4℃で密度が最大になるという事実と問3の内容を用いて定性的に説明せよ。
等湿圧縮率xは常に正であることに留意せよ。
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